
農業からヒューマンサービスを学びます
農福連携を意識しての実習を通じて
農業と福祉を連携させる職業を創造します

心の大切さを学ぶ



１年生：「果樹」「農業と環境」
など基礎を学習

２年生：「草花」や「生物活用」
など専門的な内容を学習

３年生：知識・技術の総合的
な活用と福祉分野と連携した
学習

作物の栽培・管理など園芸に興味を
持ち、栽培に係わる地域交流を通じて、
福祉に課題解決を持ち将来の問題解
決につなげます。



草花や果樹など園芸の基礎を学び、
実験・実習とおして栽培技術を学ぶ
ことができます。

GAPとはＧｏｏｄＡｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌＰｒａｃｔｉｃｅｓ（農業生産工程管理）の略称
で食品安全だけでなく環境保全、労働安全等の持続可能性を確保する取り組みのひとつです。

果樹では単に栽培
だけではなく環境
負荷の問題、農場
管理、衛生管理へ
の問題にも取り組
んでいます。



園芸技術を使い、園芸の福祉的活用
について学び、地域の方々と園芸交
流を行います。

１年生で学んだ農業の基
礎科目を応用して、実践
的な活動を行います。



体験学習を通じて、卒業後の進路に
ついての準備を行います。

初級園芸福祉士は園芸福祉に関する幅広い理解と知識、技能を持ち園芸福祉活動を地域で実践していく役割
を担っていくための資格です。授業内で実践的な活動を行います。

介護初任者研修は、介護の基礎的な知識や技術を習得するための資格で、訪問介護事業所でホームヘル
パーとして働く場合に必要となる資格です。３年生に授業の一部として知識を深めていきます。

大野農業高校では４０種の資格取得が出来る中で、園芸福祉科の生徒のみが取得可能な資格があります


